
雪 花 雪 中 塾 と は

1967年6月29日東京生まれ。30代で上場企業 IT、
メディア企業で役員を歴任し、独立。独立後は、
企業再生、新規事業開発、IPO 支援などに従事。
12年前から地域活性化、地方創生など地方自治
体や企業からの委託を受け地方支援に従事。立
教大学社会デザイン研究所研究員として幅広く
活動中。

1957年金沢市生まれ。NPO法人やソーシャ
ルビジネスの運営サポートなど現場と立
教大学大学院を往復しつつ実践的研究、
政策提言等に取り組む。 2020年度からは
青森商工会議所と連携し、青森の地域課
題解決に向けた取組を進めている。この
春からは、青森中央学院大学特任教授に
着任。

雪室りんごや雪下にんじんは、雪中でより甘くなると言われています。厳しい環境の中でより良い方に育つという
特徴に重ね、今は隠れて見えない、地域の人財、産物、資源を、塾を通して見出したいという想いを込めた語です。
花の形をした雪の結晶をシンボルに、地域の努力の結晶が実るよう、共に取り組んでいきましょう。

山 崎 宇 充 氏中 村 陽 一 氏
塾 頭 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ・講師

第１回 令和４年度人財育成雪花雪中塾
参 加 申 込 書

本件担当：青森商工会議所産業創造課 TEL：017-734-1311 FAX：017-775-3567 mail：shouko1@acci.or.jp

浅虫温泉活性化社会実験PJ
プロジェクトマネジメントオフィス

村 上 雅 章 氏
(あおもりｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟｾﾝﾀｰﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)
1961年福島県生まれ大企業で新サービス立上げ、
経営者として独立、事業拡大・譲渡まで経験した
後、船井総研HDでデジタル化支援に取り組むな
ど、豊富な経験を生かして経営コンサルを行う。

講 話
テ ー マ：「浅虫温泉活性化社会実験PJの取組と情熱を語る(仮)」
スピーカー：村 上 雅 章 氏 浅虫温泉観光協会 活性化社会実験PJ

プロジェクトマネジメントオフィス

クロストーク
村 上 雅 章 氏
中 村 陽 一 氏 雪花雪中塾 塾頭
※その他浅虫関係者１名程度登壇予定

記入項目 記入欄 記入項目 記入欄

氏 名 所属・役職

連絡先(メール) 参加方法 会場参加 ・ ZOOM

青森商工会議所産業創造課(FAX：017-775-3567)行

６月２日(木)
18:00～19:30

あおもりｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟｾﾝﾀｰ
参 加 無 料



日 程※ 形 式 内 容

第１回(6/2夜)

実 践
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

地域課題との向き合い方①
実践プロジェクト概要説明

第２回(6/26昼) フィールドワーク

第３回(7/7夜) ワークショップ①

第４回(調整中) ワークショップ②・提言

第５回(9/8夜) 講 義 地域課題との向き合い方①

第６回(9/25昼)
実 践
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

フィールドワーク

第７回(10/6夜) ワークショップ①・提言

第８回(11/3夜) 講 義 地域課題との向き合い方②

第９回(12/8夜) 講 義 地域組織の組成とマネージメント術

第10回(調整中) 講 義 地域課題解決マイルストーン作成術

第11回(2/2夜) 講 義 ～講義とまとめ～

第12回(3/2夜) 講 義 ～身近な地域課題の発表～

今期の雪花雪中塾では、地域課題に新しい取り組みを生み出し立ち向かっていくため、組織
の作り方などを中心とした講義に加え、実際に青森市で進行しているプロジェクトを２つ選
出し、プロジェクトに係るフィールドワーク(商品やプログラムの体験、価値を感じる時間)、
ブラッシュアップ、提言に向けたワークショップを行い、「塾参加者」自らがプレイヤーと
なる実践的な時間を組み込み、有意義な時間を過ごしていきたいと思います。

※昼開催は10:00~16:00、夜開催は18:00~19:30を予定
※日程・内容は、変更となる場合がございます。

第 ２ 期

開 催 日 程

入塾申込ページへの
QRコード

本件担当：青森商工会議所産業創造課 TEL：017-734-1311 FAX：017-775-3567 mail：shouko1@acci.or.jp

通 年 で の 参 加 ( 入 塾 ) 申 込 に つ い て

複数月に渡る実践プロジェクトを行うことや塾生間のネット
ワーク構築を目的に、通年での参加申込について受付ており
ます。また、塾生が実践するプロジェクトについても相談・
支援を受け付け、必要に応じ講義等へ取入れます。
詳しくは、青森商工会議所ホームページをご覧ください。


